
平 成 ３０ 年 ６ 月

 建  設  局

平 成 ２９ 年 度 繰 越 説 明 書



分担金及負担金 国庫支出金 繰 入 金 都　　債

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 

413,933,310 44,207,000 24,246,627 3,445 2,907,576 464 0 21,335,142 

5,997,000 650,000 208,041 0 0 0 0 208,041 

293,184,000 27,480,000 16,842,257 0 2,420,126 464 0 14,421,667 

75,463,968 11,703,000 5,012,391 3,445 363,450 0 0 4,645,496 

39,288,342 4,374,000 2,183,938 0 124,000 0 0 2,059,938 

418,420,310 44,303,000 24,257,002 3,445 2,907,576 464 10,000 21,335,517 

注) 予算現額及び繰越明許費予算議決額は、明許繰越を生じた事業分だけを記載している。

用 地 会 計 0 0 10,375 10,000 96,000 0 

平 成 ２９ 年 度 繰 越 明 許 費 総 括 表

予 算 現 額 特       定       財       源

左 　　の　　 財　　 源　　 内　　 訳

翌年度繰越額
繰　越　金

繰越明許費

予算議決額
区 分
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合 計

一

般

会

計

土 木 費

土 木 管 理 費

道 路 橋 梁 費

河 川 海 岸 費

公 園 霊 園 費

375 4,487,000 



一 般 会 計

（ 繰 越 明 許 費 ）



（ 土 木 管 理 費 ） １． 繰 越 理 由

ある。

 繰　越　金 ２． 繰 越 内 容
1 土 木 補 助 560,000 158,541 158,541

補　助　金
   道　路　事　業 12 件

３． 繰 越 使 用 額 千円

（ 土 木 管 理 費 ） １． 繰 越 理 由

を翌年度に継続実施するものである。

２． 繰 越 内 容
 繰　越　金

2 生活再建資金貸付 90,000 49,500 49,500 貸　付　金
 道　路　事　業 6 件

３． 繰 越 使 用 額 千円
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生活再建資金借受者が建物再建等に日時を要したため、事業の一部

49,500

158,541

千円 千円 千円

市町村が関係機関との調整や用地取得に伴う関係人との折衝等に
日時を要したため、補助事業の一部を翌年度に継続実施するもので

説　　　　　　　　　　　　　　　　　　明翌年度繰越額 繰越財源内訳番号 事　業　名
繰越明許費
予算議決額



（ 道 路 橋 梁 費 ） １． 繰 越 理 由

 国庫支出金 継続実施するものである。
10,282

２． 繰 越 内 容
 繰　越　金

3 道 路 補 修 3,729,000 1,848,077 1,837,795 工　事　費
   新宿両国線（千代田区神田須田町二丁目～東神田二丁目地内）

　　　計    路面補修工事ほか28路線 35 件
1,848,077

３． 繰 越 使 用 額 千円

（ 道 路 橋 梁 費 ） １． 繰 越 理 由

 国庫支出金 要したため、事業の一部を翌年度に継続実施するものである。
28,600

２． 繰 越 内 容
 繰　越　金

4 交 通 安 全 施 設 3,222,000 1,605,860 1,577,260 （1） 工  事  費
   新荒川堤防線（江戸川区平井六丁目～五丁目地内）

　　　計    電線共同溝設置工事及び歩道設置工事ほか23路線 28 件
1,605,860 （2） 補 償 費 等

   立川所沢線（立川市幸町三丁目～若葉町一丁目地内）
   ほか10路線 33 件

３． 繰 越 使 用 額 千円

関係機関との調整及び用地取得に伴う関係人との折衝等に日時を

1,605,860
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千円 千円 千円

施工方法の再検討等に日時を要したため、事業の一部を翌年度に

1,848,077

説　　　　　　　　　　　　　　　　　　明
予算議決額

番号 事　業　名
繰越明許費

翌年度繰越額 繰越財源内訳



（ 道 路 橋 梁 費 ） １． 繰 越 理 由

実施するものである。

２． 繰 越 内 容
 繰　越　金

5 道 路 災 害 防 除 650,000 396,247 396,247 工　事　費
　水根本宿線（檜原村樋里地内）

　　　計 　道路災害防除工事ほか3路線 6 件
396,247

３． 繰 越 使 用 額 千円

（ 道 路 橋 梁 費 ） １． 繰 越 理 由

 国庫支出金 要したため、事業の一部を翌年度に継続実施するものである。
54,175

２． 繰 越 内 容
 繰　越　金

6 道 路 整 備 1,364,000 1,009,623 955,448 （1） 工  事  費
   日原鍾乳洞線（奥多摩町氷川地内）

　　　計    道路改修工事ほか8路線 10 件
1,009,623 （2） 補 償 費 等

   千代田練馬田無線（練馬区石神井町二丁目～七丁目地内）
   ほか17路線 60 件

３． 繰 越 使 用 額 千円

関係機関との調整及び用地取得に伴う関係人との折衝等に日時を

1,009,623
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千円 千円 千円

地元住民との調整等に日時を要したため、事業の一部を翌年度に継続

396,247

説　　　　　　　　　　　　　　　　　　明
予算議決額

番号 事　業　名
繰越明許費

翌年度繰越額 繰越財源内訳



（ 道 路 橋 梁 費 ） １． 繰 越 理 由

 国庫支出金 要したため、事業の一部を翌年度に継続実施するものである。
2,284,169

２． 繰 越 内 容
 繰　入　金

7 街 路 整 備 15,610,000 10,295,639 464 （1） 工  事  費
   環状第3号線（新宿区弁天町地内）

 繰　越　金    街路築造工事ほか31路線
8,011,006 （2） 補 償 費 等 46 件

   補助第172号線（豊島区長崎一丁目～五丁目地内）
　　　計    ほか60路線 725 件
10,295,639

３． 繰 越 使 用 額 千円

（ 道 路 橋 梁 費 ） １． 繰 越 理 由

 国庫支出金 継続実施するものである。
42,900

２． 繰 越 内 容
 繰　越　金

8 橋 梁 整 備 2,905,000 1,686,811 1,643,911 工  事  費
   高浜橋（港区芝浦四丁目～港南一丁目地内）

　　　計    旧橋橋脚撤去工事ほか20橋 24 件
1,686,811

３． 繰 越 使 用 額 千円

施工方法の再検討等に日時を要したため、事業の一部を翌年度に

1,686,811
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千円 千円 千円

施工方法の再検討及び用地取得に伴う関係人との折衝等に日時を

10,295,639

説　　　　　　　　　　　　　　　　　　明
予算議決額

番号 事　業　名
繰越明許費

翌年度繰越額 繰越財源内訳



（ 河 川 海 岸 費 ） １． 繰 越 理 由

実施するものである。

２． 繰 越 内 容
 繰　越　金

9 河 川 防 災 386,000 144,199 144,199 工  事  費
　 中川（江戸川区船堀二丁目地内）
　 河川防災工事ほか2か所 4 件

３． 繰 越 使 用 額 千円

（ 河 川 海 岸 費 ） １． 繰 越 理 由

実施するものである。

２． 繰 越 内 容
 繰　越　金

10 河 川 環 境 整 備 316,000 55,844 55,844 工  事  費
　 乞田川（多摩市貝取一丁目～豊ヶ丘一丁目地内）
　 緑化工事ほか1河川 2 件

３． 繰 越 使 用 額 千円
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説　　　　　　　　　　　　　　　　　　明番号 事　業　名
繰越明許費

55,844

繰越財源内訳

地元住民との調整に日時を要したため、事業の一部を翌年度に継続

千円

予算議決額

144,199

地元住民との調整等に日時を要したため、事業の一部を翌年度に継続

千円 千円

翌年度繰越額



（ 河 川 海 岸 費 ） １． 繰 越 理 由

 国庫支出金
74,500

２． 繰 越 内 容
 繰　越　金

11 中 小 河 川 整 備 3,590,000 1,310,387 1,235,887 （1） 工  事  費
　 神田川（新宿区新小川町地内）

　　　計 　 整備工事ほか10河川 18 件
1,310,387 （2） 補　償　費 

　 谷地川（八王子市加住町一丁目地内）
　 ほか4河川 9 件

３． 繰 越 使 用 額 千円

（ 河 川 海 岸 費 ） １． 繰 越 理 由

 国庫支出金
189,000

２． 繰 越 内 容
 繰　越　金

12 高 潮 防 御 施 設 6,646,000 3,114,250 2,925,250 工  事  費
　 隅田川（荒川区南千住八丁目～六丁目地内）

   　 計 　 防潮堤耐震補強工事ほか4か所 13 件
3,114,250

３． 繰 越 使 用 額 千円
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3,114,250

番号 事　業　名
繰越明許費

千円

施工方法の再検討及び用地取得に伴う関係人との折衝等に日時を

翌年度繰越額 繰越財源内訳

継続実施するものである。
施工方法の再検討等に日時を要したため、事業の一部を翌年度に

1,310,387

予算議決額
説　　　　　　　　　　　　　　　　　　明

千円 千円

要したため、事業の一部を翌年度に継続実施するものである。



（ 河 川 海 岸 費 ） １． 繰 越 理 由

 分担金及
負担金 
3,445

２． 繰 越 内 容
 国庫支出金

13 砂 防 海 岸 整 備 765,000 387,711 99,950 （1） 工  事  費
　 西川（奥多摩町棚澤地内）

 繰　越　金 　 砂防工事ほか8か所 9 件
284,316 （2） 補　償　費 

　 大金沢（大島町元町地内）
　　　計 　 ほか1か所 2 件

387,711
３． 繰 越 使 用 額 千円

（ 公 園 霊 園 費 ） １． 繰 越 理 由

 国庫支出金
124,000

２． 繰 越 内 容
 繰　越　金

14 公 園 整 備 3,646,000 1,945,892 1,821,892 （1） 工  事  費
　 舎人公園（足立区西伊興町地内）

   　 計 　 園地整備工事ほか21公園 41 件
1,945,892 （2） 補 償 費 等

　 和田堀公園（杉並区大宮一丁目地内）
　 ほか10公園 52 件

３． 繰 越 使 用 額 千円

番号 事　業　名
繰越明許費

翌年度繰越額 繰越財源内訳 説　　　　　　　　　　　　　　　　　　明
予算議決額

千円 千円 千円

施工方法の再検討及び用地取得に伴う関係人との折衝等に日時を
要したため、事業の一部を翌年度に継続実施するものである。

1,945,892

― 8 ―

387,711

施工方法の再検討及び用地取得に伴う関係人との折衝等に日時を
要したため、事業の一部を翌年度に継続実施するものである。



（ 公 園 霊 園 費 ） １． 繰 越 理 由

継続実施するものである。

２． 繰 越 内 容
 繰　越　金

15 動 物 園 整 備 547,000 212,157 212,157 工　事　費
　 多摩動物公園（日野市程久保七丁目地内）
 　アジアゾウ展示施設整備工事ほか2園 8 件

３． 繰 越 使 用 額 千円

（ 公 園 霊 園 費 ） １． 繰 越 理 由

２． 繰 越 内 容
 繰　越　金

16 霊園葬儀所整備 181,000 25,889 25,889 （1） 工  事  費
　 染井霊園（豊島区駒込七丁目地内）
　 再生支援施設整備工事 2 件
（2） 補　償　費 
　 青山霊園（港区南青山二丁目地内） 1 件

３． 繰 越 使 用 額 千円

繰越財源内訳

要したため、事業の一部を翌年度に継続実施するものである。

25,889

予算議決額
説　　　　　　　　　　　　　　　　　　明

繰越明許費
翌年度繰越額

― 9 ―

番号

千円 千円 千円

降雨による冠水の処理等に日時を要したため、事業の一部を翌年度に

事　業　名

施工方法の再検討及び墓所移転に伴う使用者との折衝に日時を

212,157



用 地 会 計

（ 繰 越 明 許 費 ）



１． 繰 越 理 由

翌年度に継続実施するものである。

２． 繰 越 内 容

補　償　費 2 件
 都　　　 債

10,000 （1） 河 川 事 業
　 石神井川（西東京市柳沢一丁目地内） 1 件

 繰　越　金
96,000 10,375 375 （2） 公 園 事 業 

　 東伏見公園（西東京市柳沢一丁目地内） 1 件
   　 計

10,375
３． 繰 越 使 用 額 10,375 千円
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翌年度繰越額 繰越財源内訳事 業 名

公 共 用 地 先 行 取 得

用地取得に伴う関係人との折衝に日時を要したため、事業の一部を

繰越明許費
予算議決額

千円 千円 千円

説　　　　　　　　　　　　　　　　　　明



千円 千円 千円 千円 

1,130,473 1,130,473 47,300 1,083,173 

土 木 管 理 費 0 0 0 0 

道 路 橋 梁 費 1,054,376 1,054,376 47,300 1,007,076 

河 川 海 岸 費 38,880 38,880 0 38,880 

公 園 霊 園 費 37,217 37,217 0 37,217 

1,130,473 1,130,473 47,300 1,083,173 

国 庫 支 出 金

特 定 財 源
繰      越      金

0 0 0 

一

般

会

計

土 木 費

0 
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平 成 ２９ 年 度 事 故 繰 越 総 括 表

区 分 支出負担行為額 翌年度繰越額

左  の  財  源  内  訳

合 計

用 地 会 計



一 般 会 計

（ 事 故 繰 越 ）



（ 道 路 橋 梁 費 ） １． 繰 越 理 由

ものである。

２． 繰 越 内 容
 繰　越　金

1 交 通 安 全 施 設 3,167 3,167 補　償　費　
　 世田谷町田線（町田市本町田地内）

1 件

３． 繰 越 使 用 額 千円

（ 道 路 橋 梁 費 ） １． 繰 越 理 由

ものである。

２． 繰 越 内 容
 繰　越　金

2 道 路 整 備 58,250 58,250 補　償　費　
　 八王子町田線（町田市相原町地内）
   ほか4路線 9 件

３． 繰 越 使 用 額 千円58,250

翌年度繰越額 繰越財源内訳

3,167
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番号 事　業　名 説　　　　　　　　　　　　　　　　　　明

千円 千円

物件移転に日時を要したため、事業の一部を翌年度に継続実施する

物件移転に日時を要したため、事業の一部を翌年度に継続実施する



（ 道 路 橋 梁 費 ） １． 繰 越 理 由

 国庫支出金 翌年度に継続実施するものである。
47,300

２． 繰 越 内 容
 繰　越　金

3 街 路 整 備 992,959 945,659 (1) 工　事　費
   町田3・3・36号線（町田市旭町三丁目～本町田地内）

　　　計    旭町陸橋（仮称）下部工工事 1 件
992,959 (2) 補  償  費　等

　 放射第25号線（新宿区新宿七丁目～原町三丁目地内） 152 件
   ほか23路線

３． 繰 越 使 用 額 千円

（ 河 川 海 岸 費 ） １． 繰 越 理 由

ものである。

２． 繰 越 内 容
 繰　越　金

4 中 小 河 川 整 備 21,417 21,417 補　償　費
   三沢川（稲城市坂浜地内）
   ほか2河川 4 件

３． 繰 越 使 用 額 千円

施工方法の再検討及び物件移転に日時を要したため、事業の一部を

番号 事　業　名 翌年度繰越額 繰越財源内訳 説　　　　　　　　　　　　　　　　　　明

千円 千円

992,959
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物件移転に日時を要したため、事業の一部を翌年度に継続実施する

21,417



（ 河 川 海 岸 費 ） １． 繰 越 理 由

ものである。

２． 繰 越 内 容
 繰　越　金

5 砂 防 海 岸 整 備 17,128 17,128 補　償　費
　 神津沢（神津島村那智地内） 2 件

３． 繰 越 使 用 額 千円

（ 河 川 海 岸 費 ） １． 繰 越 理 由

ものである。

２． 繰 越 内 容
 繰　越　金

6 河 川 災 害 復 旧 335 335 補　償　費
　 大金沢（大島町元町地内） 1 件

３． 繰 越 使 用 額 千円
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番号 事　業　名 説　　　　　　　　　　　　　　　　　　明翌年度繰越額 繰越財源内訳

千円 千円

物件移転に日時を要したため、事業の一部を翌年度に継続実施する

17,128

物件移転に日時を要したため、事業の一部を翌年度に継続実施する

335



（ 公 園 霊 園 費 ） １． 繰 越 理 由

ものである。

２． 繰 越 内 容
 繰　越　金

7 公 園 整 備 37,217 37,217 補　償　費
   城北中央公園（板橋区小茂根五丁目地内）
   ほか1公園 3 件

３． 繰 越 使 用 額 千円

― 15 ―

物件移転に日時を要したため、事業の一部を翌年度に継続実施する

37,217

番号 事　業　名 翌年度繰越額 繰越財源内訳 説　　　　　　　　　　　　　　　　　　明

千円 千円


